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はじめに

クリティカルケア領域で使用され
る医療機器は生命維持のために必要
であり，簡単に取り外すことができ
ない．しかし，その医療機器による
皮膚損傷は疼痛や外観の変化，機能
障害にまで至ることがある．そこで，
医療機器の効果を損なわず，患者の
QOL維持のために皮膚障害を予防
する必要がある．医療関連機器によ
る圧迫で生じる皮膚ないし下床の組
織損傷を，医療関連機器圧迫創傷
（medical device related pressure 
ulcer：MDRPU）という．クリティ
カルケア領域で取り扱う医療機器は
多様であり，多くの患者の皮膚は脆
弱であるためMDRPUの発生頻度は
高い．MDRPUを未然に防ぐために
は，従来の褥瘡対策とともに医療機
器の正しい取り扱い技術を習得する
ことが重要である．

医療機器によって発生する
圧迫創傷の予防と実際のケア

１．酸素マスク
酸素マスクは，クリティカルケア

領域に限らず使用頻度の高い医療機
器である．酸素マスク装着中の患者

では，鼻や鼻唇溝，耳介などに発赤
や潰瘍が発生することがある．これ
は，顔や耳介は皮膚が薄く，マスク
やマスクの紐による持続的な圧迫と
ずれ，摩擦が生じやすいため，これ
らの原因除去が必要である．
最も重要なことは，酸素マスクを

過度に締めつけないことである．過
度に締めつける理由の一つに，顎か
らマスクが出る，マスクから口角が
はみ出すなど，マスクのサイズが顔
に合っていないことが挙げられる．
酸素マスクのサイズが合っていない
と頻繁に装着し直し，その際にずれ
力も発生し，さらに皮膚障害が起こ
りやすくなる．酸素マスクはマスク
周囲から酸素が漏れることが前提で
作成されており，そのため酸素マス
クのサイズは１メーカー１サイズが
主である．しかし，メーカーによっ
て同じ成人用でもサイズが異なるた
め，マスクサイズが合っていないと
きは他メーカーのマスクの使用を検
討することで，鼻や鼻唇溝の創傷を
予防できる可能性がある．
酸素マスクの細いゴム紐による圧

迫と摩擦が原因であることが多い耳
介の潰瘍は，ゴム紐と皮膚の間にガ
ーゼを挟む，耳介にドレッシング材
を貼付する，ゴム紐を綿包帯に変更
する，ゴム紐を耳介にかけず耳朶の

下を通して固定するなど，ゴム紐が
耳介部に直接接触しないように工夫
することで予防できる．
一方，酸素マスクも進化しており，
MDRPU予防に適したマスクが発売
されている．EcoLite（図１）は，
柔らかい素材で不快感が少なくリー
クしにくい形状のマスクであり，マ
スクの紐を耳の下部で固定できる構
造のため，耳介潰瘍などのトラブル
防止用に作られている．オープンフ
ェースマスクⓇ（図２）は，マスク
の側溝が大きく空いているタイプで
あるが，マスクの形は日本人に合わ
せてデザインされており，大きさも
S～Lの３種類あり，そのうちMとL
は顎まで覆うタイプと通常のものと
２種類ある．また，紐は皮膚に優し
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クをなくすために装着時は固定バン
ドを過度に締めつけやすいが，NPPV
はそもそもリークする医療機器であ
る．NPPVマスクには呼気ポートと
いう穴があいており，そこから呼気
は排出するような構造になっている．
しかし，呼気ポート以外にもマスク
周囲からもリークはある．多くの
NPPVは60L/分までリークの補正
ができるため，リークゼロを目指し
てきつくバンドを締めるのではなく，
30～40L/分のリーク量を目標にし，
それ以上のリークがあっても，実際
の圧が設定圧まで到達していれば問
題ない．さらに，多くのマスクは二
重膜になっており，膜の間に空気が
入ることでリークが少なく，フィッ
トするクッション効果がある構造と
なっている．マスクをきつく締める
とこのエアークッション効果がなく
なりMDRPU発生につながりやすく
なる．
NPPVマスクはサイズの選定と正
しい装着が重要であるが，それだけ
では予防できない．そのため，皮膚
障害の好発部位（図４）にポリエチ
レンジェルシートやシリコーンジェ
ルシートなどの創傷被覆材を貼付す
ることも重要である．また，胃管が
挿入されているときはそこからリー
クしやすいため，胃管とマスクが接
触する部位にハイドロコロイドドレ
ッシングを貼付したり，胃管専用の
NGチューブシーリングパッドを貼
付することも有効である．その他，
鼻梁の損傷予防を目的とした画期的
なマスクも登場した．アマラビュー
フルフェイスマスク（図５）は，鼻
孔の下に装着するため，鼻梁を圧迫
しない構造であるにもかかわらず口
鼻を覆うためクリティカルケア領域
でも使用できる．また，頬がこけて
いる患者にもフィットしやすいこと

マスク，トータルフェイス（顔）マ
スクの３種類がある．クリティカル
ケア領域で使用する場合は，鼻口を
覆うフルフェイスマスクかトータル
フェイスマスクの使用が一般的であ
る．マスクのサイズは，機器メーカ
ーが奨励しているゲージやサイズ表
を用いるのがよい．確認ポイントは，
鼻翼と口角，下口唇が覆われている
こと，マスクが顎の下に落ちていな
いこと，口を開いても唇がはみ出な
いこと，目に当たらないことである
（図３）．
マスク装着時は，ストラップを左

右均等に引っ張り調節することで，
装着時の摩擦・ずれが減少する．ま
た，横から見たときに顔とマスクが
平行になるようにし，正面から見た
ときは顔の中心から左右対称である
ように装着することがポイントであ
る１）．前述したように，エアーリー

い素材（ブラジャーの肩紐と同様の
素材）で，２本あることから，安定
性がよく，耳介の潰瘍予防につなが
る．このように，デバイスそのもの
を変更することも予防につながる可
能性がある．

２．NPPVマスク
NPPVは人工呼吸器であり，他の

代替治療法が少なく中止困難な医療
機器である．NPPVマスクで生じる
皮膚障害は，エアーリークをなくす
ための固定バンドの過度な締めつけ
による圧迫や，マスクとの間に生じ
る摩擦・ずれが原因である．酸素マ
スクと同様に適切なサイズのマスク
を選択すること，正しい装着方法を
習得することがMDRPU予防に重要
である．
NPPVマスクには，主にネーザル

（鼻）マスク，フルフェイス（鼻口）

図２ オープンフェースマスクⓇ

 

 

 

 

 

図３ NPPVマスクのサイズ
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分泌は減少する．したがって，口腔
ケア時は口腔保湿を実施し，マスク
を着用するなどして乾燥を予防して
いくことも重要である．
クリティカルケア領域は，生命維
持のためのさまざまな医療機器を使
用している．MDRPUを予防するた
めには，医療機器の特徴と使用方法
を正しく理解し，医療機器の効果と
患者QOLを考えていかなければな
らない．
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押さえながらゆっくりと180°にテ
ープを折り曲げて剥がす．その際，
剥離剤を使用するとより剥離刺激が
少なくなる．テープを貼付するとき
は皮膚を引っ張って貼付すると緊張
性水疱の発生につながるだけでなく，
鼻唇溝など凹凸のある部位はテープ
が浮いてしまい固定力も弱くなる．
気管チューブなどの圧迫による口

角の皮膚障害は，口角に当たらない
ように固定したいが，テープ固定で
は困難であるため，固定位置を適宜
変更することができるアンカーファ
スト（図６）の使用も有効である．
アンカーファストは患者の両側頬部
に皮膚保護剤パッドを貼付して固定
するため，顔面の皮膚保護にも効果
的である．
気管チューブの圧迫による口腔粘

膜損傷には，口腔粘膜の保湿が重要
である．乾燥は潰瘍形成しやすく治
癒が遷延する．経口気管チューブが
留置されているときは閉口できず，
また鎮静剤などの影響により唾液の

から，期待度が高いデバイスである．

３．経口気管チューブ固定
経口気管チューブによるMDRPU

の好発部位は，気管チューブやバイ
トブロックの圧迫による口角部や口
腔粘膜である．また，気管チューブ
固定のための医療用粘着テープ接触
部にも好発し，これは医療用粘着剤
関連皮膚損傷（medical adhesive-
related skin injury：MARSI）とされ
ている２）．
気管チューブの周囲は流涎などに

より汚染され，浸軟しやすい．そこ
にテープの剥離刺激などが加わり皮
膚障害が発生する．流涎が多い場合
は，水分の影響を受けにくいテープ
（3MTM マルチポアTM ドライサージ
カルテープなど）が適している．ま
た，あらかじめ皮膚被膜剤を塗布し
てからテープを貼付すると剥離刺激
が和らぐ．皮膚被膜剤は顔に塗布す
るためアルコールなしのタイプがよ
い．テープを剥がすときは，皮膚を

図５ アマラビューフルフェイスマ

スク

図６ アンカーファスト図４ NPPVマスクによる皮膚損

傷好発部位
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